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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
8／28追記
濃縮ウランおよびウラン・プルトニウム混合酸化物(MOX)
⇒濃縮ウラン、
　ウラン・プルトニウム混合酸化物(MOX)
※修正の意図は、修正前だと「濃縮ウランとウラン・プルトニウム混合酸化物」のことを合わせてMOXというように読めてしまうため、
　別であることを明確にするため改行した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
8／28追記
濃縮ウランおよびウラン・プルトニウム混合酸化物(MOX)
⇒濃縮ウラン、
　ウラン・プルトニウム混合酸化物(MOX)
※修正の意図は、修正前だと「濃縮ウランとウラン・プルトニウム混合酸化物」のことを合わせてMOXというように読めてしまうため、
　別であることを明確にするため改行した。



AMBFHERFORBIFRR (R FREDTROBERERR)
BREOH TREICETECESNE THRBERA « B
RISFAOBECH U CRESBENEEE R0 L, RENEEEE
RERERRDEORFMBODRREEE L, REVEOZ LM ERER

@  HIEEEREIKN> T

Q@ RFFIEREFSENY JTEENA
RIS -
(DEREDRERF)

@ FHRAIRIEMEEE S v D



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原子炉建屋の地下階には、工事にあわせ機器を搬入・据付してございます。
現在は、工事の進捗状況に応じてエリアを分類し、エリア毎の環境条件に応じて、養生・湿分管理等の保管対策を実施し、製品の品質を維持しています。
保管も長期に亘ってきておりますので、②の写真のように分解点検も実施し、保管対策の妥当性を確認しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、ご覧いただけるように、原子炉圧力容器等の主要機器は既に完成していますが、現地搬入がまだできませんので、メーカの工場や専用倉庫で養生しながら保管している状況です。
このような保管中の機器についても，定期的に保管状況を確認し，品質を維持しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（以上、大間の工事、機器製作状況をご紹介しましたが，ここからは発電所運営に向けた準備状況について紹介します）
続きまして発電所の運営に向けた準備として、要員の育成についてご紹介します。
ATRからフルMOX-ABWRへの計画変更後は、BWR電力各社の建設所/発電所へ社員を派遣し、実務にあたりながら技術を習得、発電所の運営に向け要員を育成して参りました。
フルMOX-ABWRへの計画変更から既に23年、これまで延べ194名の社員がBWRで業務経験を取得しております。
現在、原子力事業本部に在籍する原子力技術系現役社員の7割以上がBWRで業務経験を取得しております。
これに先程申し上げたふげん経験者も含めますと、9割以上は既に原子力の現場での業務経験を取得しております。
また、技術の維持向上のため、BWR運転訓練センターでの研修に社員を計画的に派遣しています他、2016年より大間のサイトにおきまして運転訓練シミュレータを設置し、運用を開始しております。


【参考】
ＢＷＲ電力への派遣：合計176名÷原子力事業本部在籍技術系現役社員：合計240名＝73.3％（176名は現在も在籍する個体数）
ふげんもんじゅ含む原子力現場経験者：合計222名÷原子力事業本部在籍技術系現役社員：合計240名＝92.5％ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（以上、大間の工事、機器製作状況をご紹介しましたが，ここからは発電所運営に向けた準備状況について紹介します）
続きまして発電所の運営に向けた準備として、要員の育成についてご紹介します。
ATRからフルMOX-ABWRへの計画変更後は、BWR電力各社の建設所/発電所へ社員を派遣し、実務にあたりながら技術を習得、発電所の運営に向け要員を育成して参りました。
フルMOX-ABWRへの計画変更から既に23年、これまで延べ194名の社員がBWRで業務経験を取得しております。
現在、原子力事業本部に在籍する原子力技術系現役社員の7割以上がBWRで業務経験を取得しております。
これに先程申し上げたふげん経験者も含めますと、9割以上は既に原子力の現場での業務経験を取得しております。
また、技術の維持向上のため、BWR運転訓練センターでの研修に社員を計画的に派遣しています他、2016年より大間のサイトにおきまして運転訓練シミュレータを設置し、運用を開始しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は緊急時対応訓練の状況でございます。
燃料装荷時点までに必要な緊急時対応の力量が確保できるよう、整備予定の可搬設備の一部を用い、可搬設備単体の運用に係る要素訓練を実施する等、現時点でできることを実施しております。
また、ここには写真はございませんが、大間、厳冬期には非常に厳しい気象条件となりますので、冬期の要員参集訓練、緊急時対策本部訓練も実施しております。
今後も建設の進捗にあわせ段階的・計画的に訓練を実施する計画であります。このような訓練も技術の習得と同時に安全に対する意識の向上につながると考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は緊急時対応訓練の状況でございます。
燃料装荷時点までに必要な緊急時対応の力量が確保できるよう、整備予定の可搬設備の一部を用い、可搬設備単体の運用に係る要素訓練を実施する等、現時点でできることを実施しております。
また、ここには写真はございませんが、大間、厳冬期には非常に厳しい気象条件となりますので、冬期の要員参集訓練、緊急時対策本部訓練も実施しております。
今後も建設の進捗にあわせ段階的・計画的に訓練を実施する計画であります。このような訓練も技術の習得と同時に安全に対する意識の向上につながると考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、地域との係わりについて説明します。
長くこの地域に根付いており、既に40年以上にわたりお世話になっており、会社自身も地域の一員となっております。地域のためにも安全性向上にしっかり取り組んでいかなければならないと思っています。
いろいろな（コミュニケーション）活動をやっていますが、今後も地域の皆様の声にしっかりと耳を傾け、信頼関係の構築に努めてまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次のページは地域活性化に向けた具体的な取り組みの事例をご紹介するものでございます。
少しでも、地域社会の一員として、お役に立てるよう、様々な取組みを実施してきています。
地域とともに次世代を育てていくことも大事。三か町村の学校での出前授業（地層見学会、科学教室など）などを行っております。
また、地域の方々と協働し、当社本店前で下北半島の魅力を伝える誘客・物販イベントも昨年度より開催しております。
　　地域の皆様にも大変好評いただいており、今後も継続していく考えでおります。
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